
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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整
然
と
太
極
拳
の
基
本
ポ
ー
ズ

ま
わ
り
の
空
気
も
静
か
に
う
ご
く
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

減
反
で
自
給
力
は
四
割
の

日
本
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
こ
と
か
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

群
が
り
て
魚
追
う
鵜
の
す
さ
ま
じ
く

水
音
高
く
は
ば
た
き
て
居
る
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

病
院
で
母
の
ベ
ッ
ド
の
隣
の
ひ
と

黙
し
た
る
ま
ま
折
り
紙
を
折
る
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
康
子

ひ
と
む
れ
の
深
き
花
畑
見
る
ご
と
く

秋
陽
に
映
え
て
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
た
ち
　
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

頷
き
て
戦
の
話
聞
く
夜
長
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

丹
精
の
産
土
神
の
菊
花
展
　
　
　

里
　
　
石
田
　
実

こ
こ
で
名
を
変
へ
た
る
川
や
猫
じ
ゃ
ら
し
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

双
耳
峰
彼
方
に
望
み
山
粧
ふ
　
　
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

坂
道
を
ゆ
っ
く
り
と
行
く
萩
の
風
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

松
茸
の
小
さ
け
れ
ど
も
嬉
し
か
り
　
　
　
　
　
八
2

平
田
　
郁
子

追
想
の
花
の
一
つ
に
鳳
仙
花
　

南
2

高
橋
　
節
子

命
も
や
す
ご
と
く
に
紅
の
帰
り
花
　
　
　
　
　
南
3

星
野
は
る
ひ

未
来
図
が
解
け
て
喜
劇
が
出
て
来
な
い
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

秋
茄
子
の
う
ま
み
工
夫
の
献
立
を
　
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

山
野
菜
秋
を
迎
え
て
晴
舞
台
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

天
高
し
メ
タ
ボ
気
に
せ
ず
冬
の
美
味
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

冬
の
夜
に
声
匂
わ
せ
て
焼
芋
屋
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

心
か
ら
待
つ
祝
膳
に
寄
る
笑
顔
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

青
い
空
黄
色
い
風
と
イ
チ
ョ
ー
の
葉
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子
　

露
天
風
呂
ゆ
げ
に
ス
ト
レ
ス
さ
っ
と
消
え
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

確
定
申
告
期
間
中
の
ア
ル
バ
イ

ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
　
間

21
年
2
月
2
日
（
月
）

〜
3
月
31
日
（
火
）
の
平
日

勤
務
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5

時
ま
で
の
5
・
5
時
間
〜
7
時
間

勤
務
内
容

職
員
の
補
助

時
　
給

8
0
0
円
ま
た
は
8
5

0
円
（
一
部
交
通
費
補
助
有
り
）

定
　
員

川
口
税
務
署
60
人
、
西

川
口
税
務
署
50
人

申
込
み

事
前
に
川
口
税
務
署
ま

た
は
西
川
口
税
務
署
ま
で
連
絡
の

上
、
履
歴
書
を
持
参
（
受
け
付
け

は
平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
ま
で
随
時
。
面
接
有
り
）

問
合
せ

川
口
税
務
署
総
務
課
1

2
5
2
・
5
1
4
1
、
西
川
口
税
務

署
総
務
課
1
2
5
3
・
4
0
6
1

日
　
時

12
月
18
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

「
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
を

知
る
」
高
齢
者
の
心
理
状
態
と
う

つ
、
認
知
症
と
の
関
連
に
つ
い
て

講
演
し
ま
す
。

講
　
師

山
本
哲
也
氏
（
つ
く
ば

国
際
大
学
准
教
授
・
日
本
老
年
行

動
科
学
会
常
任
理
事
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人
（
費
用
は
無
料
）

共
　
催

日
本
老
年
行
動
科
学
会

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0
※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

A

わ
く
わ
く
食
べ
物
教
室

日
　
時

12
月
25
日
（
木
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
1
時
半

場
　
所

川
口
保
健
所

対
　
象

小
学
生
と
保
護
者
16
組

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
　
容

講
話

（
全
員
）
、
実
習

（
児
童
の
み
）、
食

育
交
流
会
（
保
護

者
の
み
）

申
込
み
　
は
が
き
に
参
加
さ
れ
る

方
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

学
年
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
12
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
川
口
保
健
所
保
健
予
防
推

進
担
当
へ
（
〒
3
3
3
｜
0
8
4

2
川
口
市
前
川
1
〜
11
〜
1
）

A

医
療
関
係
者
は
従
事
状
況
等
の

届
出
を
！

対
　
象

12
月
31
日
現
在
で
、
q

医
師
、
歯
科
医
師
ま
た
は
薬
剤
師

の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
、
w
保

健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
ま
た
は
歯
科

技
工
士
の
免
許
を
持
ち
、
そ
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
人

期
　
限

21
年
1
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
届
出
用
紙
を
地
域
保
健
推

進
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
6
日
（
土
）
q
午

後
1
時
〜
2
時
半
、
w
午
後
2
時

50
分
〜
4
時
半

場
　
所

浦
和
コ
ル
ソ
7
階
ホ
ー
ル

内
　
容

q
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会
表
彰

式
、
w
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＝
北
川
麻

美
氏
（
競
泳
選
手
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
日
本
代
表
）

定
　
員

先
着
4
0
0
人
（
入
場

無
料
）

問
合
せ

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
1
0
4
8
・
8
6

3
・
2
2
1
1

第
7
回

認
知
症
予
防
教
室

川
口
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

1
2
6
2
・
6
1
1
1

川
口
・
西
川
口
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

必ずチェック「最低賃金」
埼玉県最低賃金が、10月17日か

ら時間額722円に改正されました。
なお、特定の産業については別途
産業別最低賃金が適用されます。
（詳細はお問い合せください）
問合せ　埼玉労働局賃金室1048－
600－6205、または川口労働基準監
督署1252－3773

第
60
回

人
権
週
間
行
事



フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
で
入
手

で
き
ま
す
）

申
込
み
　
21
年
1
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
、
申
込
書
を
県
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
へ
提
出

問
合
せ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室

1
0
4
8
・
8
3
0
・
6
9
2
4

子
ど
も
に
関
わ
る
す
べ
て
の
悩

み
に
つ
い
て
県
民
の
方
か
ら
電
話

相
談
を
受
け
る
窓
口
で
す
。

日
　
時

毎
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
半

原
t
1
2
8
1
・
3
1
2
2

日
　
時

12
月
19
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時
半

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

対
　
象

参
加
企
業
＝
約
40
社
、

参
加
学
生
＝
21
年
3
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

方
（
1
〜
3
年
以
内
の
既
卒
者
参

加
可
）、
履
歴
書
持
参
、
予
約
不
要
、

入
退
場
自
由
、
求
人
企
業
情
報
を

来
場
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

勤
労
者
と
経
営
者
の
労
働
に
関

す
る
悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
　
時

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）、
電
話
相

談
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
、
面

接
相
談
＝
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
　
所

県
庁
第
2
庁
舎
1
階

費
　
用

無
料

問
合
せ

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

1
0
4
8
・
8
3
0
・
4
5
2
2

対
　
象

乳
幼
児
お
よ
び
小
・

中
・
高
等
学
校
、
各
種
学
校
等
に

在
学
す
る
平
成
2
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
交
通
遺
児
等
の
方

（
同
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り
）

給
付
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
年

額
5
万
円

給
付
時
期

21
年
4
月
末
日

申
込
み

21
年
2
月
2
日
（
月
）

ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
、

学
校
等
に
あ
る
申
請
書
と
し
お
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

1
0
4
8
・
8
3
0
・
2
9
5
8

募
集
種
目
・
資
格

q
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
仮

称
）
＝
中
卒（
見
込
み
含
む
）か
ら

17
歳
未
満
の
方
w
2
等
陸
・
海
・

空
士
＝
18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

q
21
年
1
月
6
日

（
火
）
ま
で
w
随
時

問
合
せ

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力

本
部
募
集
課
1
0
4
8
・
8
3

1
・
6
0
4
3

日
　
時

12
月
7
日
（
日
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

中
央
公
民
館
大
会
議
室
　

内
　
容

講
演「
夫
婦
の
き
ず
な
」

費
　
用

3
0
0
円（
資
料
代
等
）

問
合
せ

家
庭
倫
理
の
会
鳩
ヶ
谷

南
支
部
・
岩
渕
t
1
2
8
1
・
5

3
2
0

相
談
電
話
番
号

1
0
4
8
・
8

2
2
・
7
0
0
7

問
合
せ

子
ど
も
の
権
利
擁
護
委

員
会
1
0
4
8
・
8
3
4
・
8
7

5
5

日
　
時

12
月
21

日
（
日
）
午
前
9
時

か
ら

場
　
所

中
央
公

民
館
大
会
議
室

競
技
方
法

段
級
別
リ
ー
グ
戦

費
　
用

1
0
0
0
円（
昼
食
付
）

申
込
み

当
日
会
場
で

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
囲
碁
連
盟
・
栗

日
　
時

21
年
10
月
30
日
（
金
）

〜
11
月
3
日
（
火
・
祝
）

場
　
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
、
け
や
き
広
場
ほ
か

内
　
容

情
報
や
教
材
・
素
材
等

の
ブ
ー
ス
展
示
、
体
験
教
室
や
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
講
演
会
な
ど
自
主
的
に

企
画
、
運
営
す
る
事
業
の
実
施

対
　
象

企
業
、
学
校
、
各
種
団

体
等

※
詳
細
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
県
生
涯
学
習

11
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先
日
、新
潟
市
に
出
張
し
た
が
、

帰
り
が
け
に
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の

拉
致
現
場
に
立
ち
寄
っ
た
。

め
ぐ
み
さ
ん
は
、
今
か
ら
30
年

前
の
昭
和
52
年
11
月
15
日
、
新
潟

市
立
寄
居
中
学
校
か
ら
の
下
校
途

中
、
忽
然
と
姿
を
消
し
、
行
方
不

明
と
な
っ
た
。
中
学
校
と
自
宅
と

の
距
離
は
わ
ず
か
に
500
m
。
日
本

海
も
間
近
に
見
え
、
付
近
に
は
新

潟
大
学
や
護
国
神
社
が
あ
り
、
閑

静
な
住
宅
街
で
あ
る
。

ご
両
親
は
、
警
察
と
対
応
し
て

必
死
に
捜
索
し
た
が
、
手
掛
り
す

ら
掴
め
な
か
っ
た
。
め
ぐ
み
さ
ん

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
属
し
、
新

人
戦
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
。

こ
の
日
か
ら
ご
家
族
に
と
っ
て
地

獄
の
よ
う
な
日
々
が
始
ま
っ
た
。

政
府
が
認
定
し
た
拉
致
被
害
者

は
17
人
だ
が
、
北
朝
鮮
は
、
こ
の

う
ち
13
人
の
拉
致
を
認
め
、
5
人

は
帰
国
を
し
た
が
、
残
り
の
8
人

は
死
亡
し
た
と
し
て
い
る
。

死
亡
者
の
中
に
、
川
口
市
出
身

の
田
口
八
重
子
さ
ん
が
い
る
。
昭

和
53
年
6
月
頃
、
仕
事
先
に
向
か

う
た
め
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
に
幼
い

2
人
の
子
ど
も
を
預
け
た
ま
ま
行

方
不
明
に
な
っ
た
。田
口
さ
ん
は
、

昭
和
61
年
7
月
に
交
通
事
故
死

し
、
お
墓
は
ダ
ム
の
崩
壊
で
流
失

し
た
と
さ
れ
た
。
ど
う
考
え
て
も

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
置
い
た
ま
ま

突
然
、
外
国
に
行
く
な
ど
と
言
う

わ
け
が
な
く
、
拉
致
さ
れ
た
こ
と

拉
致
の
現
場
で

は
明
白
だ
。

日
朝
間
交
渉
は
、
核
等
の
問
題

も
か
ら
み
、
解
決
の
糸
口
が
見
出

せ
な
い
で
い
る
。
拉
致
被
害
者
ご

家
族
の
ご
心
痛
を
考
え
る
と
い
た

た
ま
れ
ず
、
何
と
も
切
な
い
思
い

だ
。
政
府
の
責
任
で
解
決
す
べ
き

問
題
だ
が
、
我
々
に
も
で
き
る
こ

と
は
沢
山
あ
る
。
被
害
者
家
族
と

連
帯
し
、
関
心
を
高
め
、
市
民
レ

ベ
ル
で
国
際
社
会
に
訴
え
る
等
、

政
府
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

だ
。
八
重
子
さ
ん
の
生
存
・
帰
国

を
信
じ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
川
口
市
民
の
方
々
に
心
か
ら
敬

意
と
拍
手
を
送
り
た
い
。

め
ぐ
み
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
、
越

え
て
い
っ
た
夕
闇
の
日
本
海
を
目

前
に
し
、「
犯
罪
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

こ
と
を
誓
い
、
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

求
人
企
業
合
同
面
接
会

自
衛
官
募
集

市
民
囲
碁
大
会

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

交
通
遺
児
等
援
護
金

子
ど
も

ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

「
ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
2

0
0
9
」
参
加
者
募
集

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
◎

◆
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
埼
玉
県
表
彰
】

蘆
地
方
自
治
功
労
　
中
村
千
敏

【
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
】

蘆
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く

る
活
動
　
樫
本
和
子

蘆
郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
想
う

活
動
　
長
島
弘
司

蘆
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活

動
　
福
田
晴
美

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー


